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   群馬 大学医学部附属病院長候補者選考会議細則 

 

                            平成 28年12月14日  制定 

改正  平成30年11月 ９ 日 

   令 和 ２ 年11月 ４ 日 

 

 （ 趣  旨 ）  

第 １ 条  こ の 細則 は ， 群馬大学医学部附属病院長選考規程 （ 以下 「 病院長選考規程 」 と い

う 。） 第 ５ 条第 ４ 項 の 規定 に 基づ き ， 群馬大学医学部附属病院長候補者選考会議 （ 以下

「 候補者選考会議 」 と い う 。） の 組織及び運営 に 関 し 必 要 な 事項 を 定 め る 。  

 （ 任  務 ）  

第 ２ 条  候補者選考会議 は ， 病院長選考規程第 ５ 条第 ３ 項 に 基づ き ， 次 の 各号 に 掲 げ る 任

務 を 行 う 。  

(1) 病院長候補者選考基準案 を 策定 し , 学長 に 提出 

(2) 病院長候補者選考基準 に 基づ き ， 原則 ３ 人 の 病院長候補者 を 選考 し , 学 長 に 推薦 

２  前項 の ほ か ， 候 補者選考会議 は ， 群馬大学医学部附属病院長解任規程第 ４ 条 の 規定 に

 基づ き ， 病院長 の 解任 に つ い て 審査 し ， そ の 結果 を 学長 に 報告す る 。  

 （ 組  織 ）  

第 ３ 条  候補者選考会議 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 委員 を も っ て 組織す る 。  

  (1) 学長 が 指名す る 理事  １ 人 

  (2) 医学 系研究科長 

(3) 医学部附属病院 か ら 選出 さ れ た 教員又 は 職員  1 人 

  (4) 学長 が 委嘱す る 学外有識者  ４ 人 

  (5) そ の 他学長 が 必要 と 認 め る 者 

２  前項第 １ 号及び第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 委員 の 任期 は ， ２ 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い 。

た だ し ， 欠 員 が 生 じ た 場合 の 補欠 の 委員 の 任 期 は ， 前任者 の 残任期間 と す る 。  

 （ 候補適任者 の 除外 ）  

第 ４ 条  選考 の過程 に お い て ， 候 補者選考会議 の委員 が ， 病院長候補者 と な る べ き 適任者

（ 以下 「 候 補適任者 」 と い う 。） に な っ た と き は ， 当該 委員 を 辞 す る も の と す る 。  

２  前項 の規定 に よ り 委員 に欠員 が生 じ た 場 合 は ， 必要 に応 じ て ， 前条各号 （ 第 ２ 号 を 除

く 。） に掲 げ る 者 を 補 充 す る こ と が で き る 。  

 （ 議  長 ）  

第 ５ 条  候補者選考会議 に 議長 を 置 き ， 第 ３ 条第 1 項第 １ 号 の 委員 を も っ て 充 て る 。  

２  議長 は ， 候補者選考会議 を 主宰す る 。  

 （ 議  事 ）  

第 ６ 条  候補者選考会議 は ， 委員 の ３ 分 の ２ 以上 の 出席 が な け れば 議事 を 開 き ， 議決す る

こ と が で き な い 。  

２  議事 は ， 出席 し た 委員 の 過半数 を も っ て 決 し ， 可否 同数 の と き は ， 議長 の 決す る と こ

ろ に よ る 。  

  （ 委員以外 の 者 の 出 席 ）  
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第 ７ 条  議長 が 必要 と 認 め た と き は ， 委員以外 の 者 を 会議 に 出席 さ せ ， そ の 意 見 を 聴 く こ

と が で き る 。  

 （ 事  務 ）  

第 ８ 条  候補者選考会議 の 事務 は ， 関係各課 の 協力 を 得 て ， 昭和地区事務部総務課 に お い

て 処理す る 。  

 （ 雑  則 ）  

第 ９ 条  こ の 細則 に 定 め る も の の ほ か ， 病院長候補者 の 選考 に 関 し て 必要 な 事 項 は ， 別 に

定 め る 。  

 

 

      附  則 

 こ の 細則 は ， 平成28年12月14日 か ら 施行す る 。  

 

      附  則 

 こ の 細則 は ， 平成30年11月 ９ 日 か ら 施行す る 。  

 

附 則 
１ この細則は，令和２年11月４日から施行する。 

２ この細則の施行日の前日において第３条第１項第１号及び第３号から第５号までの委

員である者の任期は，改正前の第３条第２項の規定にかかわらず，この細則の施行日ま

でとする。 

 


